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適期表記号説明

遮光ネット

イイ

養

秋まき極早生

秋まき早生
秋まき中早生
秋まき中・晩生

夏まき早生・中生

夏まき・寒地春まき

タキイ品種例

夏まきの場合は遮熱資材など
の利用によりあまり高温になら
ないようにすることが大切で
す。トンネル支柱等の上に遮熱
資材（遮光ネット、寒冷紗、よし
ず等）を使うと、温度を下げる
効果があります。また、風通し
のよい所で育苗しましょう。

一定の大きさに達した苗がある期間連
続して低温にあうと花芽分化（茎の先端
にある成長点が発育して、将来花芽と
なる新しい組織を作ること）します。低
温感応する苗の大きさは品種によって
異なります。低温感応の温度は平均気
温１３℃以下、平均最低気温１０℃以下
とされていますが、平均気温５～７℃で
最も感応しやすくなります。低温遭遇期
間は品種間差は多少あり、一般に１カ月
以上必要とされます。

セルトレイ育苗

秋冬
どり

春～初夏
どり
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[結球]結球の進み方は環境条件の影響を受けます。外葉で作られる同化養分が結球葉へ供給されるので、結球開始期までにチッソ、リン酸などの肥効
を高め、充実した外葉を形成させることが大切です。完全結球に必要な積算温度と総葉数は、葉数型では約１８００℃で９０～１００枚（結球葉数６５～８
５枚）、葉重型では約１６００℃、８５枚（結球葉数６０枚）ぐらいになります。
[なぜ結球するのか？]外葉が展開したのち、生長点では茎が伸びずに葉がついてきます。後から出てきた葉（後出葉）は、外に開くことができず、次第に
葉が立ち上ります（芯葉の立ち上がり）。葉の外側にあたる光の量が多くなり、中心の葉が内側に湾曲します。葉の成長ホルモン（オーキシン）が裏側に
偏ることで、その形態を取ると考えられています。この時点を結球始期の呼び、その後、次々に出てくる葉は次第に湾曲が進み中心の葉を包むように生
育しながら肥大し、球を形成していきます。

園芸用殺虫剤を定植前、植穴に散布
して、初期の食害を防ぎます
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